
 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  苗立後～６月上旬【浅水管理】 

・出芽が揃ったら、早朝又は夕方に水を入れ、昼間は止水で３cm 前後の浅水管理を行い、早期分げつの

確保に努めましょう。 

・表層はく離が見られるほ場は、２日間程度の田干しを行い、田面を落ち着かせましょう。 
 

②  ５月下旬～６月上旬【溝掘り】 

・水管理をスムーズに行うため、６月上旬までに必ず溝掘りを行いましょう。 

10～15 条に 1 本の割合で溝を掘り、水尻としっかり連結しましょう。 

 

③  ６月上旬【中干し開始】（目安：５月初旬の播種で６月 10 日頃） 

・過剰分げつを抑え茎の充実を図るため、茎数 100 本／ｍ（6.5 葉期頃）を

確保したら遅れずに中干しを開始しましょう。 

・土の表面に小さな亀裂が入り、田面が硬くなるまで田を干しましょう。 
 

 

 

 

・田面の亀裂が大きい場合は、入水後、減水が落ち着いてから除草剤を散布しましょう。  

・基本、散布後５日間は湛水状態を保ち、散布後７日間までは落水しない止水管理を徹底しましょう。  

 

 

・葉いもちの発生を防止するため、予防粒剤を必ず散布しましょう。 

 

 

 

 

 
 

 

雑草 播種後

発生量 日数

雑草の
多い田

標準田

+14 +15+13+1 +2 +7 +8 +9 +10 +11+3 +4 +5 +6 +12
雑草が残ったら

＜ノビエのみ＞
・トドメMF１キロ粒剤 1kg/10a

＜ノビエと広葉雑草＞
・ウィードコア１キロ粒剤 １kg/10a
・クリンチャーバスME液剤※

1000mL/10a、希釈水量70～100L/10a
・トドメバスMF液剤※

1000mL/10a、希釈水量70～100L/10a

※落水散布又はごく浅く湛水して散布

播種後15日頃

・ベッカク１キロ粒剤
１kg/10a

・プライオリティジャンボ
10個（250g/10a）

播

種

播種後５～７日頃
（入水後）

・ベルーガ１キロ
粒剤 １kg/10a

・オサキニ１キロ
粒剤 １kg/10a

散布時期  薬  剤  名 散布量  備    考 

６月 10～15 日 

（中干し後）  

オリゼメート 

１キロ粒剤 
１kg／10ａ 

薬剤散布後４～５日間は｢湛水状態｣を保ち、

７日間は落水や掛け流しをしない 

３ 葉いもち防除 

富山市農協ホームページで営農情報の提供をしています 
https://ja-toyamashi.or.jp/ 

１ 出芽後からの水管理 

中干し時期のほ場  ２ 雑草防除 

◎苗立後は、浅水管理を徹底し、初期分げつを確保しましょう。 

◎除草剤は、使用時期の範囲内で遅れないように散布しましょう。 

◎５月下旬頃から茎数は急激に増加します。溝掘りと中干しは、遅れずに実施しましょ

う。 
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令 和 ８ 年 ５ 月 
富山市農業協同組合 
富山農林振興センター 

＜目指せ！ １等米比率９０％以上！！＞  

 3/1～5/31 春の農作業安全運動実施中  農作業事故ゼロを目指して事故防止対策を徹底 
 
あなたも農作業中に「ヒヤリ」とした経験はないですか？春の農繁期は農作業事故が発生しやすい季節です。  
農場や道、用水路など危険箇所を事前に確認し、余裕をもった作業計画を立て、事故を未然に防止する対策を徹底しましょう。  

JA 富山市  営農情報  

 


